
ガンセキラン

大正浪漫ふぁっしょ し うょん

topics&report話題の広場

第５回

　4月13日、志和地区住民で結成された志和活性化
協議会の有志で岩石蘭の育成・移植活動を行いました。
　志和の宝物である岩石蘭は５月～６月頃に黄色い花が
咲き、絶滅危惧種に指定される希少な植物です。
　平成 25年度から「岩石蘭の里つくり」をテーマに育成・移植活動を行っています。
今後も岩石蘭の栽培に力をいれ、志和地区での移植、町内外への販売活動を通
して、岩石蘭の魅力を発信していきたいと思います。

　全国各地で行われているこいのぼりの川渡し。その発祥の地と言われる十
川地区の“こいのぼりの川渡し”が、今年は４月16日から約1ヵ月間行われ
ました。
　この川渡しは、昭和49年に地元の十川体育会が、各家庭であげられなくなっ
たこいのぼりを四万十川に渡すことを目的に始めたもので、現在では、全国各地から送られてくる約500匹のこいのぼりが
四万十川を悠 と々泳ぐ姿を見るため、たくさんの観光客が訪れています。
　４月16日の設置作業には、例年参加している十川スポーツ少年団の子どもたちに加え、高知大学のボランティア組織「え
んむすび隊」の大学生12名も加わり、こいのぼりの色分け作業や、対岸の展望所でこいのぼりを吊るす作業などを手伝
いました。
　十川体育会のメンバーは、この川渡しに参加した子どもや若者たち、そして見に来られた皆さんが、将来、新しい家族
や友人を連れて、この地に訪れていただくことを願い、これからも四万十川にこいのぼりを渡し続けます。　
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